
中期経営計画 （令和４年度～６年度）

Resurface R４-６

〈概要版〉

令和４年３月



１.当面の課題

（１）単年度決算黒字の早期実現

・当期純利益は、令和２年度～３年度に２期連続の赤字

⇒将来に備えた必要な修繕・設備投資を行っていくためには、早期黒字化の実

現が必要
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１.当面の課題

（２）ジブリパークの開業に伴う増客対応

・コロナ禍以前の平日通勤通学時間帯は乗車定員を上回る混雑

⇒ジブリパークは５エリア開業時で１８０万人の来場者を見込んでおり、利用者増

加に備え、安心・安全・安定の運行に努める必要がある。
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乗車人数：藤が丘駅の平日多客日（令和元年４月１０日）の改札通過人員
乗車定員：定員（１編成２４４人）×１時間当たりの運行本数
座席定員：座席数（１編成１０４人）×１時間当たりの運行本数

単位：人



１.当面の課題

（３）新型コロナウイルス感染症対策の継続的な実施

新型コロナウイルス感染症の終息が見えない中、現在行っている感染拡大防

止対策を状況を踏まえながら、継続的に行っていく必要がある。

当社における主な新型コロナウイルス感染症対策

・職員のマスク着用等感染予防対策

・券売機等の定期的な消毒

・車内の定期的な消毒

・車内の手すりやつり革の抗ウイルス・抗菌コーティング

・利用者への情報提供、注意喚起及び協力要請 等
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１.当面の課題

（４）新たな課題

①ジブリパーク開業を契機とする地域発展への貢献

利用者増を想定した安全・安定・安心の輸送サービスを提供することに加え、

ジブリパークを活かした地域の魅力づくりに向けた取組への協力が求められる。

②車内の安全対策

車両内で人為的に起こり得る不慮の事件から利用者の安全を守ることを想

定した予防措置・対策が求められる。
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２.基本方針

【基本方針】

【期間】

令和４年度～令和６年度（３ヵ年）

【サブタイトル】

Resurface R４-６

※「Resurface…再浮上」
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令和４年秋に予定されているジブリパーク開業に際し、安全・安定・安心の輸送
サービスを提供し、新型コロナウイルス感染症の影響下においても早期の単年
度黒字を実現する。計画期間内に資金不足は発生させない。



３.数値計画

（１）輸送人員

令和４年度以降、徐々に回復を見込み、ジブリパーク開業による利用者数増加と合わ

せ令和６年度に９百万人を超える。
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（単位：千人）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

定期外 ３，１４５ ３，８０８ ３，９８４

通勤定期 １，５０２ １，５０２ １，５０２

通学定期 ３，１８９ ３，５９０ ３，５９０

合計 ７，８３６ ８，９００ ９，０７６

１日平均 ２１，５００人 ２４，４００人 ２４，９００人



３.数値計画

（２）損益状況

営業収益は令和６年度に１６億円台を回復し、営業利益は計画初年度より黒字化を

見込む。
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（単位：百万円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

営業収益 １，３７９ １，５９１ １，６３３

営業費用 １，３６２ １，４７７ １，４７９

（うち修繕費） （３５５） （３７８） （３４５）

営業利益 １７ １１４ １５４

経常利益 ７８ １２５ １６５



３.数値計画

（３）累積資金収支

計画期間中に１３億円の設備投資を見込むため、単年度収支は令和5～６年度赤字と

なる。それでも最終年度末の累積資金収支は５億円を確保する。
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（単位：百万円）

令和４年度 令和５年度 令和６年度

当期純利益 ７６ １２３ １６３

設備投資（▲） ▲１３１ ▲７２０ ▲４４４

減価償却費 ６４ １５２ １８０

単年度収支 ９ ▲４４５ ▲１０１

累積資金収支 １，０９５ ６５０ ５４９



４.重点取組事項

（１） ジブリパーク開業への対応

令和４年秋に開業するジブリパークのメインアクセスとして、全ての利用者が

快適にリニモを利用できるよう最大限の取組を行っていく。

また、車両ラッピング等ジブリパーク開業に向けた機運の醸成への協力、ジ

ブリパークを活かした広告の販売促進等を行っていく。
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４.重点取組事項

（２） 安全・安定・安心の輸送サービスの提供

安全輸送の要である信号システムや鉄道システムの神経系である通信シス

テムなど総額１３億円の設備投資を計画。

故障対応能力向上のための訓練の充実や整備スキルの向上に取り組むとと

もに、新型コロナウイルス感染症対策を引き続き実施し、感染防止に努める。

車両内での傷害事件対策として、防犯カメラの設置や訓練の実施等の対策

を検討していく。
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４.重点取組事項

（３） マイレールとしての地域発展への貢献

県や沿線市が実施するウォーキングイベントやスタンプラリー等への協力、社

会見学の受け入れ、ＭａａＳなどの新たなサービスへの積極的な情報提供等を

通じて、マイレールとして地域発展に貢献できるよう取り組んでいく。

11


